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福島県では、東京電力福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、長期にわたり県民の健

康を見守り、将来にわたる健康の維持、増進につなげていくため、「県民健康管理調査」

を行っております。 
 調査は、「基本調査」と「詳細調査」に分けて行います。 
 基本調査では、個々人の外部被ばく線量を推計するため、３月１１日以降の、全県民

の行動を把握するための調査を実施しており、詳細調査として、震災当時概ね１８歳以

下の県民を対象とした甲状腺超音波検査、避難区域等の県民を対象として、検査項目を

拡充しての健康診査を実施するほか、妊産婦や生活習慣やこころの健康度に関する質問

紙調査に取り組むこととしております。 
 
１ 基本調査（外部被ばく線量の推計） 
 (1) 基本調査回収状況（平成２３年１１月３０日現在） 
    調査対象者数２，０５７，０５３名 発送済数  ２，０４２，０５８通 
    回収数     ３７１，０３９通（回収率１８．０％） 
   内、先行調査地域（川俣町（山木屋地区）、浪江町、飯舘村） 
    調査対象者数   ２９，１０３名 発送済数     ２９，０４８通 
    回収数      １４，３２４通（回収率４９．２％） 
 (2) 外部被ばく線量の推計結果（詳細；別添のとおり） 
  ① 県民健康管理調査「基本調査」では、平成２３年３月１１日から７月１１日ま

での県民の行動を把握し、（独）放射線医学総合研究所の開発システムを用いて

４か月間における外部被ばくによる累積線量の推計を行う。 
  ② 今回、上記先行調査地域（川俣町（山木屋地区）、浪江町、飯舘村）のうち、

１，７２７名についての推計結果をまとめた。 
  ③ 放射線業務従事経験者（１３８名）を除く１，５８９名の累積被ばく線量 
     １ミリシーベルト未満   ９９８名（６２．８％） 
     ５ミリシーベルト未満 １，５４７名（９７．４％） 
    １０ミリシーベルト未満 １，５８５名（９９．７％） 
    １０ミリシーベルト超は４名で、最大は１４．５ミリシーベルト（１名） 
    ※２０歳未満（311 名）の状況 
     １ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満 193 名（62.1％）、３ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満 293 名（94.2％） 
     ５ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満 304 名（97.7％）で全員が 10 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満 
  ④ 放射線業務従事経験者を含む全数（１，７２７名）の線量 
     １ミリシーベルト未満 １，０８４名（６２．８％） 
     ５ミリシーベルト未満 １，６７５名（９７．０％） 
    １０ミリシーベルト未満 １，７１８名（９９．５％）で最大は３７．４ミリ

シーベルト（１名） 
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  ⑤ 評価 
    これまでの疫学調査によれば、１００ミリシーベルト以下での健康影響評価は

確認されていない。今回の４か月間の外部被ばく線量の推計値は、１，７２７名

の結果であるが、一般の方は１５ミリシーベルト未満であったこと、また、（独）

放射線医学総合研究所による試算によれば、空間線量が高い地区に居住した場合

でも、２０ミリシーベルト未満となったことから、これにより放射線による健康

影響があるとは考えにくい。 
    いずれにしても、今後しっかりと健康管理を進めてまいりたい。 
    なお、外部被ばく線量は、個人ごとの行動により、その推計値が異なることか

ら、県民の皆さんに、基本調査に回答、活用して、自らの外部被ばく線量を確認

するよう、あらためてお願いしてまいりたい。 
 
 
２ 甲状腺超音波検査 
 (1) 対象者 
   平成２３年３月１１日時点で１８歳までの全県民 
   具体的には平成４年４月２日から平成２３年４月１日までに生まれた県内居住  

者（県外避難者を含む） 
   ※ 平成２６年度以降は、平成４年４月２日から平成２４年４月１日までに生ま

れた県内居住者（県外避難者を含む） 
 (2) 実施計画 
   福島県立医科大学（以下「医科大学」という）、県内外の医療機関等が連携して

甲状腺超音波検査を実施する。 
   また検査の結果、結節性病変（しこり）等が認められた場合は、医科大学附属病

院等において二次検査（精密な超音波検査、血液検査、尿検査等）を行う。 
  ○これまでの検査実施状況（平成２３年１２月 ９日現在） 
    検査済者数１１，５３４名 



（独）放射線医学総合研究所による避難行動のモデルケース別の外部被ばくによる累積被ばく線量の試算では、
①20 km圏内から避難した住民の外部被ばくによる累積被ばく線量は、実効線量で数ミリシーベルト以下、
②計画的避難区域から避難した住民の外部被ばくによる累積被ばく線量は、実効線量で20 ミリシーベルト以下、
となった。

避難行動のモデルケース別の外部被ばく線量の試算

行動パターン 線量値
(mSv)

1
富
岡
町

3月11日富岡町役場。
3月12日川内村役場に6時までに移動。
3月16日ビッグパレットふくしまに

10時から移動。

0.76

町内で避難開始までの線量が最大に
なる領域から避難の場合。

0.76
2
大
熊
町

3月11日大熊町役場。
3月12日船引就業改善センターに

13時に移動。
0.94

町内で避難開始までの線量が最大に
なる領域から避難の場合 1.1

3
双
葉
町

3月11日双葉町役場。
3月12日川俣小学校に8時に移動。
3月19日さいたまスーパーアリーナ

に10時から移動。
3月31日旧県立騎西高校に10時

から移動。

0.22

町内で避難開始までの線量が最大に
なる領域から避難の場合

0.64
4
双
葉
町

3月11日双葉町役場。
3月12日一号機の水素爆発に伴い川

俣小学校に16時から移動。
3月19日さいたまスーパーアリーナ

に10時から移動。
3月31日旧県立騎西高校に10時から

移動。

0.23

町内で避難開始までの線量が最大に
なる領域から避難の場合

1.6
5
楢
葉
町

3月11日楢葉町役場。
3月12日いわき市役所に13時に

移動。
3月31日船引就業改善センターに10

時から移動。

0.30

町内で避難開始までの線量が最大に
なる領域から避難の場合

0.30

行動パターン 線量値
(mSv)

6
楢
葉
町

3月11日楢葉町役場。
3月12日いわき市役所に13時に移動。
3月16日会津美里町役場に10時

から移動。

0.25

町内で避難開始までの線量が最大になる領域か
ら避難の場合

0.25
7
浪
江
町

3月11日浪江町役場。
3月12日つしま活性化センターに15時に移動。
3月16日安達体育館に10時から移動。

2.0

町内で避難開始までの線量が最大になる領域か
ら避難の場合

2.3
8
田
村
市

3月11日田村市(*)。
3月12日デンソー東日本に8時までに移動。
3月31日ビックパレットふくしまに10時から移動。

(*)20km圏内の最大線量領域を仮定

0.77

9
南
相
馬
市

3月11日南相馬市(*)。
3月15日伊達市役所に10時から移動。
3月31日あづま総合体育館に10時から移動。

(*)20km圏内の最大線量領域を仮定
1.5

10
広
野
町

3月11日広野町(*)。
3月12日小野町役場に8時に移動。

(*)20km圏内の最大線量領域を仮定 0.18

11
川
内
村

3月11日川内村(*)。
3月13日川内村小学校に10時から移動。
3月16日ビッグパレットふくしまに10時から移動。

(*)20km圏内の最大線量領域を仮定

0.74

12
葛
尾
村

3月11日葛尾村(*)。
3月14日あづま総合体育館に

10時から移動。

(*)20km圏内の最大線量領域を仮定
0.71

行動パターン 線量値
(mSv)

13
浪
江
町

3月11日浪江町つしま活性化センター
3月23日安達体育館に10時から移動。 4.8

町内の計画的避難区域内で避難開始ま
での線量が最大になる領域からの避難
の場合

13

14
葛
尾
村

3月11日葛尾村役場。
3月21日あづま総合体育館に

10時から移動。
0.84

村内で避難開始までの線量が最大にな
る領域から避難の場合

7.2
15
飯
舘
村

3月11日飯舘村役場。
5月29日福島市役所飯野支所に10時か

ら移動。
5.5

村内で避難開始までの線量が最大にな
る領域から避難の場合

17
16
飯
舘
村

3月11日飯舘村役場。
6月21日福島市役所飯野支所に10時か

ら移動。
6.2

村内で避難開始までの線量が最大にな
る領域から避難の場合 19

17
南
相
馬
市

3月11日南相馬市(*)。
5月20日南相馬市役所に10時

から移動。

(*)計画的避難区域内の最大線量領域

を仮定

1.8

18
川
俣
村
山
木
屋
地
区

3月11日川俣町山木屋地区(*)。
6月1日川俣町役場に10時から移動。

(*)計画的避難区域内の最大線量領域

を仮定

3.0

20km圏内からの避難 計画的避難区域からの避難

5
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